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1 月・２月の主な行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              平成 30年１月５日 

学校便り ＮＯ９ 

   分離独立 50 周年 

奄美市立住用中学校 

』 輝けさわやかに 

風は住用中から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住用中学校校長   瀬戸口 良二 

○ 山陰の 川面に映える 静かさよ（やまかげの かわもにはえる しずかさよ） 

  ここ住用中学校のすぐそばにある役勝川は，リュウキュウアユが最も多い川である。奄美リュウキュウアユ保全研究会の調査

によると確認数が昨年と比べ，大きく減少しているという。原因は不明。とても心配になる事実である。季節がら，リュウキュ

ウアユは産卵の時期に入っている。住用小学校の児童のみなさんが清掃した産卵場所にも産卵したことだろうと思う。産卵を終

えたリュウキュウアユは，死んでしまう。寿命は一年。1 個でも多くの卵が孵化し，来年の新たなリュウキュウアユに成長して

ほしいと願うのみである。 

○ 「日本復帰記念日 12月 25日」を語り継ごう 

  かつて日本は昭和 20年 8月 15日第二次世界大戦で連合国に対して無条件降伏した。敗戦である。日本本土は，米国の占領政

策を受けながらも独立国家としての歩みを進めていた。しかし，北緯 29 度線以南の奄美と沖縄は米軍の直接の占領下におかれ

た。日本本土と自由に行き来ができなくなり，本土と切り離され，生活に必要な物資が入って来なくなり奄美の人々の食糧不足

がひどくなった。仕事もなく，本土に仕事を求め密航したり，特産の黒糖を売ったりして食料を得て，持ち帰るために更に密航

する人々もいたという。本土では昭和 22 年に日本国憲法が施行され，新しい教育が始まったが，奄美には新しい教科書すら入

って来なかった。新しい教科書を得るために教師たちが命がけで本土に渡ったりもした。「生活が苦しい。早く日本に帰りたい。」

という人々の強い思いは日に日に高まり，昭和 26年 2月に奄美大島日本復帰協議会が結成され，その初代議長が*泉芳朗先生だ

った。署名運動，日本政府とマッカーサー元帥への電報による陳情活動，祖国復帰総決起集会などを行った。集会は約 3 年間で

27回行われた。米国の占領下では，国家の斉唱も国旗の掲揚も禁じられていた。昭和 27年 9月に泉先生は，名瀬市長に選ばれ，

鹿児島県知事に復帰を要請したり，吉田茂首相や外務大臣，米国大使と会見したりして奄美の祖国復帰を訴えた。復帰運動が動

き出す中で昭和 28年 8月米国のダレス国務長官が「アメリカ政府は奄美群島を日本に返還する用意がある」との声明をだした。

その 4 か月後の昭和 28 年 12 月 25 日午前零時，奄美群島は日本に復帰を果たした。復帰祝賀集会で泉芳朗先生は「これで 8 年

の苦悩は一変して，今日，この日の我々は，本当の日本人になったのであります。さあ，みんなで日の丸を掲げ，希望と喜びに，

胸を大きく広げて，背骨をしっかり伸ばし，奄美大島復帰万歳を三唱し，平和な楽しい郷土復帰の第一歩を力強く踏み出そうで

はありませんか。鹿児島県大島郡バンザーイ，バンザーイ，バンザーイ・・・」と叫んだ。そこに参集した人々も共に喜び力強

く万歳三唱をした。今年で復帰から 64年目となる。当時の人々の思いや足跡を振り返ることはとても大切なことであると思う。   

  ぜひ，皆さんの家庭でもこの文をきっかけに話題にしてほしい。     *泉 芳朗（いずみ ほうろう） 

 「郷土教育読み物教材～中学生用～」鹿児島県教育委員会 H23.3から一部引用要約 

 

1/ １(月) 元旦 

1/ ３(水) 住用地区成人式 

1/ ８(月) 成人の日 

1/ ９(火) 始業式 実力テスト(３年) 

1/10(水) 情報モラル教育講演会 

｢ＮＰＯ法人ネットポリス鹿児島 戸髙成人 氏｣ 

1/11(木) 家庭教育講演会(戸髙氏講演) 

1/13(土) 土曜授業(国際理解教育) 

      小中ＰＴＡ懇親会 

1/17(水) 鹿児島学習定着度調査(～18) 

1/21(日) 市民清掃の日 家庭の日 

1/31(水) 中学校入学説明会 

 

２/ ２(金) 餅つき・立志式 

２/11(日) 建国記念の日 

２/12(月) 振替休日 

２/15(水) 学年末テスト(～17) 

２/17(水) 方言の日 青少年育成の日 

２/18(日) 家庭の日 市民清掃の日 

２/23(金) 学級 PTA，PTA 役員会 

２/25(日) 市まなび・福祉フェスタ 

 芝田浩二さんの講演会に多数参加いただき

ありがとうございました。 

 本年も，住用中学校への教育活動への御協

力をよろしくお願い致します。 



 

 

 

 12 月１日（金）に学校保健員会で，講師に美坂

さんをお迎えして「健康教室」を開催しました。住

用小学校の多目的ホールには，生徒を含めて３0名

近くの方々が参加されました。実践では，大人から

↓人権まもる君もストレッチ  は「体が硬い，曲

がらない」などの

笑いが起きていま

した。日常で座っ

たままでできるス

トレッチ法を教え

ていてだき，早速

実践しました。 

 

 

１年生は学習発

表会の反省，２年

生は上級学校調査，

３年生は親子で入

学願書作成をおこ

ないました。 

 

 

 

 学校や生徒の様子 

について，話合いを 

しました。 

 

 

人権擁護委員の川畑さん，

福島さんと一緒に人権問題に

ついて考えました。今年度の

人権作文コンテストへの取組

が評価され，感謝状もいただ

きました。 

奄美の先人について，道徳 

の時間に学習し，また，「日

本復帰祈願のうた」「朝は

あけたり」を放送で流し，奄美の復帰について考えました。 

 

 

 本校から與島さん，満永さんが代表者として市の大

会に出場しました。與島さんは優秀賞で地区大会に

出場しました。満永さんは優良賞をいただきました。 

 

 バスケットボ

ールを，チーム対

抗戦，学年対抗戦 

でしました。先生

方も参加し，「大

人げない全力プ

レー」で白熱し

ました。（笑） 

 

 

 本校卒業生の芝田

浩二さんの記念講演

会を実施し，夢を抱く

大切さを学ぶすばら

しい機会となりまし

た。 

 

 

 

  生徒の将来に役立

てればとの思いから， 

２つの教室を開催し

ました。どちらも外

部から講師を招き， 

充実できました。 

 ３日に体験交流館

で実施された「すみよ

うフェア」で合唱を披

露し，たくさんの拍手

をいただきました。 

日本復帰記念奄美地区英語暗唱・弁論大会出場 


